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道内未利用資源のバイオリファイナリー開発

背 景

成 果

期待される効果

公募型研究

道内において廃棄されている未利用資源を活用し、安価・効率的な化学製品の製造に貢献

脱炭素社会の実現に向けバイオリファイナリーが注目
環境負荷の大きさや製造コストの高さが課題

１ ２低環境負荷・安価なプロセス開発 道内未利用資源への適用

開発したプロセス

道内未利用資源からのオリゴ糖製造

従来法：他成分の除去工程が必要
本手法：除去工程なしで直接オリゴ糖を製造可能
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●特徴
・機械的エネルギーで

オリゴ糖製造可能
・高価な酸や酵素が不要
・酸廃液が発生しない

リグニン

セルロース
（天然多糖類）

ヘミセルロース

シラカバエビ殻

本手法

道内に大量に存在する未利用資源
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酸または酵素で加水分解
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実施機関：工業試験場
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